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＜連絡事項＞

・6月Ｘ線定期検査予定について
6月4日（金）坂本秀男様・木村梅子様・田名部浩平様が胸部レントゲンの対象となっています。
・ライブカメラ設置後、診察室に機械が設置されましたが騒音があり医師診察等に使用する際支障があった為、再工事実施し終了しています。
＜患者様の連絡事項＞

・加賀谷　芙美子様～昨日受け持ちスタッフが日課表を本人に渡していますが、入浴時間が理解できずに昨日の準夜の入浴時間を解らずにスタッフの声掛けで20時45分に済ませている状況見られていました。日課表に入浴時間を入れ再度手渡す様にしましょう。本日ヒューマリンＲ注キットの残量が少ない為、処方して頂いています。８日間程で使いきってしまうので、次回より主治医の診察時に処方して頂く様しましょう。今後も低血糖・高血糖の症状を観察していきましょう。

＜要注目患者様＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・菊地　明子様～5月27日（木）の日勤帯より食事摂取状況が崩れ、不食や残食が見られる様になってきています。本日も食事を摂る際にレストラン移動できず、自室で摂取されていますが殆ど残食があり、最低限の日課（洗面、歯磨き）等も出来ない状況になっています。自分自身に自信が持てず、周囲を気にする発言が聞かれています。今後は身体管理と食事摂取量・水分管理・排便状況の観察を行い、早期離床が出来る様対処方法を話し合い、余暇時はホールで過ごせるよう本人に伝えながら、行動範囲の拡大をしていきましょう。

・浅野　秀子様～本日の午前中は殆どトイレ篭りや出入りが目立ち、トイレに対し執着している様子が見られています。引き続き脱肛などの訴えがあった際は適宜整復出来る様声がけや介入していきましょう。

・清川　厚子様～本日も腹痛の訴えは持続され、1週間ほど入浴が出来ていない状況が見られている為、保清面に対し受け持ちスタッフより説明をした後、見守りでシャワー浴する事が出来ています。今後も定期的な入浴と保清をして頂く様関わっていきましょう。現在下痢気味の訴えが聞かれていますが、排便状態未確認の為、確認をし飲水は常温で飲むよう働きかけ、便秘時は腹部マッサージや水分補給の声掛けをしていきましょう。

・八木橋牧雄様～本日、不動産へ連絡もしくは直接交渉してくる様説明すると「松橋不動産は嫌いだ。30年来付き合いのある友人がアパート経営していて1/2の家賃で貸してくれる」と話されています。その友人とはなかなか会えないとの事で今日会いに行くと話し、午前中待ち合わせし物件も見てきたと本人より報告が聞かれています。内容は「家賃4万で、入所時は好きな分、または1/2払えばいいと言っていた」と言われている為、後日その物件をスタッフと一緒に見せて頂けないか友人に伝えてほしいと声掛けるも「友人はアメリカに行くと話していたからもう会えない」と現実味に欠ける発言聞かれています。6月4日（金）の兄様の面会までに物件の契約に必要な物を確認しなければならない為、5月31日（月）に本人と一緒に物件見学や契約まで結びつけられるよう担当スタッフは関わりを持っていけるよう支援していきましょう。

＜6月のＳＳＴについて＞

　目的：5月に実施した内容を検討。各グループに対し苦手な部分をあげて頂き、

その内容を含めセッションし、ロールプレイに繋げていく。

　事例：診察時に自分の今の体調を話す。また、要望を伝える事ができる等。

・6月は各グループのメンバーを再確認,小グループ化し、時間設定を検討する予定































































